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１　解題
　本稿は、総評全国金属労働組合住友重機械（四
国機械・住友機械）支部、住友重機械労働組合で
長年組合役員を務め、愛媛県議会議員として活
躍された三好一二三氏のオーラルヒストリーで
ある。また、インタビューにあたっては三好氏
の後輩にあたる篠原茂氏（現新居浜市議会議員）
にも同席いただき、お話の補足をしていただい
た。三好氏は、昭和 24年に住友機械（四国機械）
に入社、昭和 35年から同社の組合役員を歴任さ
れ、昭和 58年からは愛媛県会議員として 4期 16
年にわたり活躍された人物である。三好氏から
は、組合役員としてのキャリアと組合活動を中
心にお話をいただいた。とくに昭和47年11月の、
住友重機械の労働組合の分裂については、三好
氏は多数派に属しており、総評全国金属を脱退
して同盟系の造船重機労連へ加盟した立場から
語っていただいた 1）。
　三好氏の証言の資料的価値について 2点あげて
おく。まず、第一の資料価値は資料として残りに
くい組合分裂の具体的な状況を把握できることで
ある。インタビューでは、三好氏が属する「民主
化グループ」と総評全国金属残留派の組合活動に
おける路線の具体的対立が明らかになっている。
戦後日本の労使関係は、1955年に設立された日
本生産性本部が推進した生産性運動の影響を受け
ながら、対立的な関係から徐々に協調的関係に変
質したと考えられる。この過程で昭和 40年代に
は総評系、中立労連系の労働組合で幾つもの脱退
や分裂が生じているが、住友重機械（住友機械）
の内部の路線対立も、生産性運動に関する部分が
大きい。したがって、この労働組合の事例は、生
産性運動をめぐる労働組合の内部対立の具体的事
例として位置づけられる。また、文書資料として
残らない組合リーダーの世代間ごとの路線の違い
を把握できる点からも、三好氏の証言は貴重な資
料だといえよう。さらに最大の特徴は、三好氏と
対立する総評全金残留派の証言と比較して分析で
きることである。すなわち、三好氏の証言は前号
に掲載した資料 2）と全く逆の立場からの証言で
ある。これら 2つのオーラルヒストリーは、組合
分裂という 1つの歴史的な出来事に関して、相互
に資料的価値を高めているといえよう。
　二つ目の資料的価値は、地方の大企業の労働組
合リーダーのキャリアに関する証言を得られたこ
とである。三好氏の証言にあるように、住友機械
の組合リーダーは地元地域の青年団活動から組合
青年部に入り、組合役員になった人が多い。すな
わち地域の青年活動が労働組合への登竜門となっ
ていたのである。これは新しい事実発見である。
　聞き取りは 2013年 2月 18日、新居浜市の三好
氏のご自宅で実施した。ご多忙中、インタビュー
に応じていただいた三好氏、篠原氏に心より感謝
を申し上げる。また、両氏をご紹介していただい
た連合愛媛の木原忠幸会長、杉本宗之事務局長、
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関連資料の提供をいただいた住友重機械労働組合
連合会愛媛地方本部の松木竹千代委員長（いずれ
も肩書はインタビュー当時）、および本稿の取り
まとめでお世話になった㈱アドレスに感謝を申し
上げたい。なお、本資料は日本学術振興会科学研
究費補助金「戦後労働史におけるオーラルヒスト
リー・アーカイブ化の基礎的研究」〔基盤研究 B〕
【研究課題番号：23330115】の研究成果の一部で
ある。
２　口述記録
《住友機械の組合結成》
三好　住友機械（四国機械）の労働組合結成は、
昭和 20年 12月でね、四国では一番早かったらし
いです。住友機械と、愛媛新聞の労働組合ができ
たのかな。
南雲　そうですね。
三好　昭和 20年かな（筆者注：工員組合の結成
は正確には昭和 20年 12月 15日）。私も昔の資料
を昨日調べました。（三好さん作成のノートを開
く）
篠原　これに載っていますね。
三好　もう自分でみんな（ノートに）控えてやっ
ていました。県議になったときも自分で全部記録
を作ってやりました。これがなかったらわからな
いんです。古い昔の本棚から出てきました。
梅崎　これは当時のものですか。
三好　当時のですよ。民主化のときに作りまし
た。
梅崎　それはすごい、貴重な資料ですね。
三好　このときに現業の労働者中心に組合がで
きて、初代の組合長に加藤長次さん。昭和通りに
あるおうちの方です。もう 10年ぐらい前に亡く
なられたね。
南雲　そうですか。
三好　昭和 21年 3月に職員組合を結成しました。
組合も同じ重機でも現業と職員組合があり、工
職身分を統一したのが昭和 22年 4月 1日ですね。
現業の組合長の加藤長次さんが、組合長になって、
副組合長は小林さん。
篠原　小林さん、（三好氏のノートには）常務と
書いてありますね。
三好　この人は会社の常務までなった方です。
篠原　西村恒三郎さんは社長をしていましたね。
三好　恒三郎さん、この方は社長になりました。
梅崎　当時、西村さんは職員組合をつくられた
方ですよね。
三好　そうそう、職員組合をつくった人です。
梅崎　そうですよね。
三好　労務担当で、のちにその人は社長になり
ましたね。「三好君、三好君」って、私ら子供扱
いでした。
南雲　そうですね。西村さんとか兵頭さんが労
務担当でした。
三好　兵頭傳さんという方は有名な方です。こ
の方は住友重機の民主化闘争は全国的にも昭和
35年の三井三池の闘争以来のものだと言ってい
ました。東京では評判いいと言っていましたね。
兵頭さんも最後、東京都の労働委員をやられまし
た。
梅崎　そうですね。私たちはちょうど 10年くら
い前に兵頭さんにインタビューをさせていただい
たことがあります。
三好　兵頭さんは（労使関係に）詳しかったで
すね。もうこのような方は会社にいないですね。
南雲　兵頭さんはもう亡くなられてしまいまし
た。
三好　別子の労働組合の方が結成は先かと思っ
たら、別子は昭和 21年に設立でしたね。それか
らクラレ西条、これはやはり同盟系で早かった。
昭和 21年 2月にできています。三番手、住友化
学は昭和 21年 3月、住友共電は昭和 22年 8月に
組合ができています。
南雲　住友機械の組合結成は愛媛の中でも早い
のですね。
三好　昭和 20年 12月ですから早かったですね。
このあたりはみんな総評系になったんです。組合
ができた当時はものがない時代ですから、食べら
れないから食べられる賃金をよこせと言って争議
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をやっていました。ストライキが多発した時代と
いうのか、すごかったですね。
《入社から組合活動へ》
梅崎　当時、三好さんは、もう既に働いておら
れたのですか。
三好　私は昭和24年に住友機械（当時、四国機械）
に入社しました。
梅崎　昭和 24年に入社。
三好　昭和 24年 4月 1日。定期採用で入ってね。
職場で 10年働いて組合に行きました。大学出は
どんどん上がるけど、もう学歴も何もない下積み
でしたから。それで何をしようかっていったら、
当時、新居浜市の連合青年団があったんです。私
は昭和 33～ 34年に連合青年団長をやって、新居
浜市の太鼓台を県のスポーツ祭に持っていった思
い出もあるんです。もうあの当時は桜三里（現国
道 11号）ですから道が悪くて、夜通しトラック
に太鼓台を積んで、一晩かかって県庁まで積んで
いった、そういう思い出があります。そのときに
県教委と争った。あの当時の県連の団長は三宅さ
んでした。
南雲　こちら（総評全金住友機械支部）の組合
史を見ますと、三好さんのお名前が出てくるのが
昭和 35年ですね。
篠原　10年してから組合に入ったそうです。
南雲　調査部長として最初にお名前が出ていま
すね。
三好　3年たって書記長になったんです。
南雲　そうですね。昭和 38年。
三好　執行委員を 3年して、8年書記長か委員長
をしました。
南雲　そうですね。
梅崎　昭和42年でこの資料が終わっているので、
その後の情報がないんですね。
南雲　この資料によれば、少なくとも 4期は書
記長をやられていますね。
三好　はい、書記長で長かったんです。雑記長
と言われたぐらい。私と伊予鉄の岩田さんも書記
長は長かったです。
《総評全国金属系の組合リーダーたち》
南雲　なるほど。昭和 24年に入社されたとのこ
とですが、三好さんが組合活動をする前に、住友
機械の組合についてどう思われていましたか。
三好　もうあのころは何かな、みんなが組合員
にならなければいけない時でした。あのころの住
友重機の組合の幹部というのは、ものすごいリー
ダーシップを発揮する方がいて、考えてみたら社
会党の左派系の人で、藤田高敏氏が筆頭で国会議
員をしていたし、飯尾増雄氏は県会議員になりま
したが、社会党の左派でした。民主化になったい
きさつは昭和 44年の合併ですよ、浦賀重工との。
合併当時の組合の幹部は飯尾氏が握っていたんで
すよ。昭和 44年の合併のときは寺川実氏が組合
長でした。
南雲　はい、寺川さんが組合長。
三好　そのグループは全部社会党の党員でした。
藤田高敏さんを県会議員に出していたんです。特
別執行委員というか、籍を置いていました。
南雲　なるほど。
三好　この人は、そのときに会社が提案した浦
賀重工の合併に賛成して、労働組合の統一に反対
したんです。何かと言ったら、自分たちが入って
いるのは全国金属の社会党系でも左端の組合、総
評の一番左の組合です。全国金属は中小企業の組
合が多かったんですね。そこに住友が入ったから、
三役の人選になったら必ず住友重機から副組合長
か委員長を推薦してくれと、全国金属から来まし
てね。そうしたら、毛並みのいいのは住友しかな
い、あとはもう小さい会社ですから、全国金属の
組合というのはね。そのときに自分たちの置いて
いる正当性や主義主張というのはやはり左だった
ものですから。浦賀の方が言い出したのはとにか
く向こうも（もともと）全造船の分会だったかな、
中立組合じゃなくて分会で。
南雲　そうですね。全造船の分会ですね。
三好　全造船の分会だった。それと一緒になる
ために、私らが主張したのはやはり日本の組合が
企業別組合だけど、企業内組合だから、1企業 1
組合というのは原則で基本ではないといかんとい
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うのが若いもんの、私らの主張だったんです。こ
れに対して、飯尾さんが主張したのは、組合が二
つあっても三つあっても構わんということ。企業
の中になんぼあっても構わないというんです。そ
れは原則としてそうかもしれんけど、そんな効率
が悪いのはいかんでしょう。やはり合併した以上
は、それに太刀打ちできる労力や組織力は必要だ
ということで、やったわけです。そのときに（新
居浜の組合が）分裂して、最終的に向こうが残し
たのは社会党の人たちで藤田高敏氏を筆頭に飯尾
増雄氏でしょう。当時は星加文夫副委員長ね。こ
の人達 8人は残ったね。
南雲　確か佐薙さんと寺川さん。
三好　寺川実さんね。寺川さんはもう亡くなっ
て、残ったのは佐薙孝さんですね。ここ（三好さ
ん手書きノート）に書いてありました。当時は寺
川実氏が委員長です。
篠原　それから藤井正剛氏。
三好　藤井正剛氏は連合（連合愛媛の東予地協）
にいるでしょう。この人は普通に考えたら連合に
行く資格がないけれど行ってるね。全金住友重機
械支部という組織がないですから。個人加盟かな。
篠原　今も連合にいますね。
三好　事務局にいるんじゃない。
梅崎　この方々は、社会党左派ですか。
三好　社会党左派です。
梅崎　でも、共産党の人もいるわけですね。
三好　共産党は金子清美氏。これは後でわかっ
たんです。
《役選で路線をめぐり対立－昭和 47年 8月》
南雲　総評全金脱退のときの（三好さんの）仲
間というと、稲見さんとか日野さんになるわけで
すか。
三好　うん。稲見さんは亡くなりました。
篠原　あのとき委員長は三好さんで、稲見さん
は書記長でしたか。
三好　はい。
南雲　それが昭和 47年ですね。
三好　はい。
篠原　これかな。（三好さんのノートに）昭和 47
年の 9月 28日に「脱退を決意」って書いてあり
ます。
三好　役員人事の選挙をしたら、支部の委員長
選挙は、私らが 1858票でね、それで、全金派が取っ
たのは 348票しかない。近藤茂書記長のところに
全金派は（対立候補として）藤井氏で当たったん
です、（藤井氏は）若かったですが。
南雲　このときの組合選挙というのは、民主化
派と総評全金派と真っ二つに分かれている形なの
ですか。
三好　その前は一つだったけれど、選挙で対立
しましたね。対立候補をみんなで持ってきたんで
す。この組合の寺川さんの一派はね。
篠原　対立候補を持ってきて、その後二つに分
かれたのでしょうか。
三好　その後分かれました。
篠原　寺川さんらと三好さんらで分かれたので
しょうか。
梅崎　それが昭和 47年あたりですね。
篠原　昭和 47年 8月です。そのときに、「役員改
選労働組合路線をめぐって対立」って（三好さん
のノートに）書いてありますよ。
三好　これこれ、路線をめぐって対立したんで
す。
南雲　確か昭和 47年の組合役員選挙がその分裂
のきっかけで…。
篠原　昭和 47年 8月 12日に、8月の役員改選労
働組合路線をめぐって対立になって、8月 12日に
新居浜支部役員選挙を行っています。先ほど言っ
たように支部長が三好さんで、書記長に近藤茂
さんがなりました。「全組合員による投票の結果、
新役員が決定したにもかかわらず、落選した全金
派役員が職場復帰せずに居座り、組合員の総意を
無視して組合機関決定に至らず、独走したため、
当時の寺川委員長、星加副委員長をリコールした」
と書いてあります。
梅崎　なるほど。最初に分裂したのではなくて、
一度選挙をやって、それで勝ったのだけど、後で
しこりが残って分裂と。
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三好　そのときにリコールは 88％です。
篠原　正確には 87.9％。
三好　約 88％です。
篠原　組合員が 4956人いた。
三好　4956人いて、賛同したのが4360人、リコー
ルに賛成していますね。
《総評全金脱退の決議－昭和 47年 9月》
南雲　定期大会での全金脱退決定は。
篠原　その後のことです。
南雲　リコールの後ですね。
篠原　はい。
三好　28日の定期大会です。
篠原　（昭和 47年）9月 28日に第 32回定期大会
で正式に全金脱退を決議。三好新執行部が成立し
たんですね。
梅崎　なるほど。
三好　脱退しました。
梅崎　新執行部が。
篠原　それ以前に 9月 23日、5日くらい前に、
寺川さんの一派が全金組合を結成したいと言って
…。第一組合、第二組合となるわけですね。
南雲　なるほど。
三好　この闘いというのは、脱退する前の正門
前はすごかった。もう朝 7時には向こうは赤旗が
立ってね。正門前阻止に行ったのね。ビラをよく
配布するし、みんな組合員はもうあほらしくて向
こうのビラは受け取らなかったですね。
梅崎　この場合は総評全金本体からも応援が来
るわけですよね。
篠原　社会党員が全員来ていました。
三好　笹田徳三郎さんは、書記長だったと思い
ます。そんで県会議員になって、一緒に仕事して
よくわかったんですけどね。
《新居浜で同盟、民社党組織を結成》
梅崎　三好さんは組合員活動を始められたころ
から同盟の方ではなくて、企業内の民主化運動で
民主化を成功させた後に同盟に入られたのです
か。
三好　民主化して、当時は民社党ですね。中村
時広知事のおやじさんが私のところへよく来まし
た。あと、国会議員でいましたね、社会党右派か。
南雲　右派ですね。
三好　新居浜に、社会党の右派、民社党を旗揚
げしたのは私です。
南雲　新居浜の民社党ですか。
三好　うん。同盟も新居浜ではじめて作ったん
ですよ、それで県へ出ていきました。出ていった
ら、全繊同盟の組合って言ったら悪いけど、女性
の組合です。そこでいろいろ抗議活動をしよった
ら、すぐに私が同盟の会長にまつり上げられて、
その後、議員になってから民社党の会長になった
のです。
梅崎　なるほど。
三好　そういう意味では、私は学歴はないけど
実践派だと思います。だから、今の民主党のやり
方では勝てないとやかましく言うんだけど、やり
方は「おまえら、何しよる、第二官僚だ」と言っ
てやりたいくらい腹が立つんです。
《社会党左派系のリーダーについていけな
かった》
南雲　もともと組合活動を始める段階で、社会
党の右派はありますよね。そちらの考え方はどう
いうふうに思っていましたか。
三好　社会党右派の議員はいないのでわかりま
せんでしたが、住友重機の組合といえば社会党左
派で占めていたんです。藤田高敏氏を筆頭に、そ
れを後押ししてバックアップしとったのは飯尾さ
ん。二人は同期生ですよ。それで片方は県会議員
になって、飯尾さんは組合の方をやって、二人で
競争して。国会議員に藤田さんが上がってきたら、
飯尾さんが県会議員に上がっていったんですね。
梅崎　どちらかというと、違和感というか、彼
らの階級闘争的なやり方に違和感を感じつつ、三
好さんは教宣部長をなさっていたっていうことに
なるわけですね。
三好　そう、教宣部長をやっていたんです。
南雲　これは書記長もやられていたときも、組
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合トップは社会党左派ですよね。意見は割れませ
んか。
三好　割れるんです。そのときは、兵頭さんが
人事課長のときで委員長が横山繁松さん、私が書
記長で、最後はトップ交渉をやってね。横山さん
と私らはどちらかといったら政党は社会党ではな
い無党派の方だったんです。書記長になったも
んだから、社会党左派にいじめられて、春の賃上
げストライキが 10日やっても解決しないんです。
それで、結局交渉を、書記長とね、人事課長の二
人に任せるっていうわけですよ。二人であっせん
案を出せと。労使双方は合意したんですよ。で、
あっせんに入って二晩、三泊を念頭に夜通し話し
合ってやったわけです。それで、最後に出したの
は、3500円の回答で決裂して、ストライキが続
いたんですよ。そのときに、私は 4000円出せと
要求した。ここまで動揺して、10日にわたって
ストライキやって、組合員の損失は大きい、あま
りにも大きいと。だから、4000円出せと切り込
んだんですよ。会社が出せないと言って、3500
円だと。駄々こねてすったもんだやったんです。
それで最後もう泣き別れといことで、3750円で
妥協したわけです。
南雲　これは昭和 41年の…。
篠原　昭和 41年だと資料（三好さんのノート）
にありますね。
三好　昭和 41年です。そのときに兵頭さんも会
社に怒られたんでしょう。私が組合に帰ったら、
「それでもいいじゃないか」と言うてくれる人が
いないんですよ。「もう一回」って言われて、何
回もやらされた。やったけれども、もういっぺん
言ったら、会社も引くに引けんわけです。5円な
りとも上げない。もう最後は、私は男泣きに泣き
ながらお断りした。私が長い組合活動で泣かされ
たのはね、まあ 2回あるんですが、これが最初で
一番つらかった。あとは民主化のときですが。土
下座してお断りしたときに思ったね。「これはい
かん、こんな人の下では組合運動の幹部やったっ
て務まらんし、そういう組合員の指導者は駄目や」
と、私自身体験したわけですね。
梅崎　なるほど。
三好　もう一つは、飯尾さんが委員長になった
ときに、賃上げにならない、もうみんなの意見が
強過ぎて収まらないので、「ストライキを打って、
みんなのエネルギーを発散させえ」と言って空打
ちですよ、会社も黙るからね。会社も黙って、労
政も収めないといけないから、妥協したんだと思
うけどね。一銭も出ないときもあったんです。空
打ちですよ。そんなのがこの労働組合の幹部かと
思ったら情けなかったけどね。思い出したら嫌に
なりました。たしかに当時の組合の知恵者といっ
たら知恵者だかもわかりません。それはもう、愛
媛県の労働運動、愛媛県では西の宇和島自動車、
ここもストライキは激しかった。西の宇和島自動
車か東の住友機械か言うて有名でした、ストライ
キ打たないと収まらんよって言って。それは組合
員も激しいけどね。でもそれ以上にやはり組合幹
部の考えで突っ走っていたんです。
梅崎　なるほど。
三好　化学や鉱山が大きくても、住友重機の動
向を見てからといったようなことが多かったで
す。
《高野実の印象》
梅崎　当時、最初のころ左派が強かったときは、
総評で言いますと高野実時代ですよね。
三好　高野実さんがいたね、全金や。
梅崎　全金ですよね。そうすると、こちら（住
友機械の組合）に来たりしていたのですか。
三好　私は何回か会ったけども、来ていました。
梅崎　そのときの印象とかはどんな感じなので
しょうか。
三好　あの人は年だったしね、そんな過激なも
のの言い方はしない。やはり住友重機には、何て
いうのか、どちらかというとおじけづいてきてい
たね。全金の中では大きい組合でという意識かも
しれないです。案外上手に付き合ったね、高野実
さんとは。
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《労働組合リーダーの世代と考え方》
梅崎　もう一つお聞きしたいのは、総評ができ
る前、戦前から総同盟の人たちというのはいたと
思うのですが、やはり総評系で社会党左派が出て
くる前に、もっと戦前からの経験のある、もう少
しベテランの方というのはいなかったのでしょう
か。
三好　それはね、組合の経歴から見たら二十有
年、戦後ですからね。戦後の混乱期に組合ができ
たから。
梅崎　そうですね。もう三好さんが入られたこ
ろにはもう社会党左派一色という感じですよね。
三好　一色でしたよね。昭和 20年から 30年、
40年にかけて社会党の左派と総評が占めていま
したからね。
篠原　先ほどの横山さんが委員長で三好さんが
書記長だったころのことですが、そのときの飯尾
さんのポストは県会議員でしたか。
三好　県会議員で上がっていて、それで特別執
行委員です。
篠原　特別執行委員。飯尾さんが所属する社会
党左派の人たちから、こういうふうにせい、ああ
いうふうにせいとかいうのは、やはりそのとき指
示があったんですか。
三好　星加さん、佐薙さんは社会党左派。私ら
のときは、いつも星加さん、佐薙さんが（我々と）
対立していました。
篠原　組合の…。
三好　バックに飯尾さんが。
南雲　組合の中に社会党左派の人たちがいます
よね。その人たちより三好さんはちょっと若い世
代になるのでしょうか。
三好　若かった。10ぐらい違っていたんです。
南雲　それぐらい違っていた。
三好　飯尾さん、藤田さんとは 10違っていたね。
梅崎　10違うのですか。
南雲　それぐらい年が違うと、やはり考え方が
違うというか…。会社の中で 10歳くらい上の世
代が全体的に左派寄りな感じだったのですか。
三好　会社の中の幹部もいたから…。左派とい
うのはだいぶ労働組合の考えに近い。
南雲　三好さんの世代になると、もう左派離れ
というか、ちょっとついていけないなというとこ
ろはあったのでしょうか。
三好　やはりそれこそ、民主化をやったときも
私らの中にも――同志だからあまり言ったらいけ
ないけど――二人ぐらい、社会党脱党、離党がい
かんと言って抵抗した人たちがいました。一緒に
やるうんぬんで、いざ言ったら、もう総評は脱退
しかないと。労働組合はもう同盟に向かって、1
企業 1組合で、これはみんな賛成なんです。でも、
社会党脱党、離党がいかんと言って抵抗したのが
二人いました。その人たちをくどくのにいいかげ
ん苦労したんです。内輪でね。個人の思想信条っ
てのは難しいと思いました。これはもう一概に言
えないけどね。
梅崎　組合は同盟でいいのだけれども、政党は
やはり社会党がいいと。
三好　それは現にこの民主化をやった人たちの
論理だけですから。広く大勢組合員の中には（社
会党がいいと思っていた人たちが）いたと思いま
すよ。それらを仕分けしたのが組合であり、会社
だったんですけどね。もともと会社の提案からで
したが。会社も合併した以上は大きな一つのもの
にしないといけませんからね。
篠原　人を変えるということはなかなか難しい
んだよね。
三好　難しい。
篠原　自分は変わることはできるけど。人を変
えるということはなかなか難しい。
《政界に入った経緯》
三好　実は私は政治家になるはずでなかったん
です。
篠原　政治家になるはずでなかった？（笑）
三好　白石春樹さんという人を知っています
か？
篠原　元の県知事です。
三好　愛媛県知事の白石春樹という有名な方で、
自民党の県連の幹事長を長い間やって、それで知
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事になった人です。この人は絶対的な権限を持っ
ていましたが、この人に依頼されたんです。住友
からといってね――化学、重機は飯尾さん以下社
会党の左派です。これでは愛媛県は住友関係と協
力関係を作って話し合いしようと思ったって、話
し合いの窓口もできないと。替えてくれというこ
とで注文を付けられたんです。このときに私が民
主化の矢面に立っていたから、つばを付けられた
んでしょうね。
　それが一つと、それと、新しく浦賀にできた組
合の委員長は、阪大出の伊藤祐禎さん（浦賀）で
した。もう亡くなりましたけど。だから、二人も
委員長は要らない、住友が合併したから一人でい
いということで、私はだいぶ会社に、兵頭さんに
やられましたね。「三好さんよ、会社は握っとる
ねん、会社は吸収合併だから」と。「浦賀と合併
して、労働組合も吸収ということになったら、人
の関係はうまいこといかん。だから、組合は向こ
う（浦賀）へ花を持たせてやってくれ。おまえは
こちらで政治家になったら国会議員までなれるん
だから、生きる道あるから」といってやられまし
たね。会社も組合も人事の問題になったら、なか
なか人事権は握らさないですからね。
梅崎　なるほど。
三好　人事を知っていたら、政治家でも組合の
幹部でも一人前ですよ。それはもう下へ送らない
です。
《民主化グループではじめて組合三役に入
る》
梅崎　お話をうかがっていて、執行委員の中に
民主化グループと左派グループが一緒にいるとい
うのはわかるんですが、執行部の中で二つに割れ
るというのは、よくわからなかったのです。私の
感じだと左派グループのときは三役は 3人全員が
左派で、民主化グループが取ったとき、選挙で勝っ
たときには、民主化グループが三役を全部取って
しまうと思っていたのです。実際はこの三役の中
で考え方が分かれるわけですね
三好　それは民主化をやる前ですね。民主化を
やってからはもう（左派は）いなくなりましたけ
どね。
梅崎　なるほど。同盟と社会党が一緒にいるっ
てことはめったにないことで。
篠原　ないない。
梅崎　なるほど、当時三好さんが書記長をやら
れていたときに、ちょっと（右派と左派が）混在
しているというか。
三好　はい、最初ですから。
梅崎　はい。
南雲　なるほど。それまでは名前を見ると、結
局左派の方ばかりですものね。
梅崎　三好さんが初めて民主化グループで三役
に入られたということですよね。
三好　そうそう。
南雲　なるほど。
三好　とにかく社会党の人が利口なのか、あの
当時は今になって考えてみたらやはり景気も悪
かったし、食えないから食える賃金をよこせとい
うことでやっていました。さらに経済発展し、高
度成長期を迎えても労働者の賃金というのはなか
なか上がりませんでしたね。昭和 30年、40年代、
あの経済成長のときに、それに乗って労働運動も
高揚しました。社会党左派にみんななびいていた
んですね。普通になびいたら、もうやり方が今言っ
たように政治と絡み合ったものでしたから、人間
的に僕はああいうやり方は嫌いでした。意見は意
見で堂々としないといけないのに、自分らのやっ
たことはみんな隠していました。きれい事言っ
て。
梅崎　なるほど。実際選挙をした段階で、社会
党左派の人に入れる人はだんだん少なくなって、
民主化で 1回ひっくり返ったらもう元に戻ること
はなかったということですよね。
篠原　ありましたね。元に戻ってきた人もいま
したよ。8人グループから。
梅崎　なるほど、そちら側に行っていたけれど
も、戻って。
篠原　三好さんの方に来た人もいましたよ。何
で来たのかは、そこまで私もわかりませんが、来
09_梅崎_vol12.indd   120 14/03/11   18:53
Hosei University Repository
121
総評全金住友重機械支部の活動と組合分裂（2）
た人はいますよ。8人の中に。
《三井三池争議、安保闘争のころ》
南雲　民主化のスタート時点のことをうかがい
たいのですが、民主化の活動を始めるのはいつご
ろになるのですか。
三好　合併を契機に、合併前から始まったんで
すね。
篠原　浦賀重工との合併でしょうね。昭和 44年
ではないかな。
三好　昭和 44年の合併からでしたね。
南雲　そこからなのですね。
三好　職場でいろいろと会議を開いてやりまし
たからね。
梅崎　合併が最終的な引き金だとは思うのです
が、やはり社会党左派の運動、激しいころの総評
の運動っていうのは、職場のこと以上のこともや
りますよね。何か平和運動とか、非常に大きな話
とか、例えば成田闘争とか。
篠原　あんなものはなかったです。
梅崎　それは何かこう、何でこれはわれわれの
話と全然違うことをやっているのかなという、あ
る種の日常的に不満を抱えていった人が多かった
のかなと思うのですが。
三好　そうだろうね。あのころの目玉っていう
のは、三井三池の闘いをはじめ、ああいう大きな
話がいくつかありましたからね。それから、安保
闘争。樺美智子さんね、大学生が亡くなった。
梅崎　60年安保ですね。
三好　あのときは、総評系の幹部、皆鋭かったね。
篠原　総評系の左の人は。
三好　旗振りの目玉にしてやっていました。
篠原　なるほど。
三好　私らも民主化する前は…。近くで大きな
ところは丸住製紙、大王に次ぐ大きい製紙会社で
した。あそこの合理化のとき、私らも行って、青
年部だったけれど、毎日のようにかり出されて
行って、それで、あそこを取り囲んで、一緒に工
場の中にほうりこみ出したんです。若さの至りで
すよ。関係が分からないのがいて、幹部の言うと
おりにへいへいと言ってやっていましたね。そん
な時代もありました。その時代においてはそれで
良かったのかもわからないですが、幹部のやり方
というか…。
《石播労組の金杉秀信氏とのつながり》
南雲　合併が契機で民主化が始まったというこ
となのですが、それ以前にも、のちに造船重機労
連に入ってきた（他の単組の）仲間がいますよね。
ほかの造船の労働組合でも同じように民主化は起
こりますが、そういった人たちと連携というか、
つながりはあったのでしょうか。
三好　そうですね。うちが一番大事にしてもらっ
たのは産業別、造船重機の中では石播に世話にな
りましたね。石川島播磨重工、金杉委員長に。
梅崎　金杉秀信さん。
三好　金杉さんが来てくれたんです。いい人で
したね。私も大事にしてもらいました。「三好君、
三好君」ってね。
三好　それからね、石播の柳沢錬造さんが参議
院に出て、私も応援に行きましたよ。金杉委員長
に頼まれてね、石播から出すからということで。
篠原　新居浜に来たことがありますね、私も覚
えています。
三好　金杉さんは体は小さいけどね、切れ者で
した。
梅崎　そうですね。
三好　すごかった。
梅崎　まず石川島も組合分裂して、金杉さんが
民主化運動をやったのですね。
三好　やったんでしょう。あの人が何かとして
くれた。
梅崎　そういう付き合いが。
三好　人間の関係というのはきっかけですね。
《生産性運動について》
梅崎　生産性向上運動とか合理化運動、職場の
中で改善活動などがあると思うのですが、例えば
社会党左派のグループの方で合理化に対する反対
がすごく強かったとか…。
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三好　社会党系は（反対を）やっていましたね。
生産性反対でした。
梅崎　生産性向上には反対ですか。
三好　反対でした。私らはそのときは賛成でし
た。私らの考えは、やはり企業はもうけをだして、
そうでないと賃金が上がらないという思想でした
ね。やはりみんな働くときは働いて、それでもら
うときはもらおうと。民主化をやってから急激に
給料も上がったんですよ。新居浜は、合併したも
のですから、東京の方、都会の人と給料を一緒に
したんですよ。昔は格差があった。地域差です。
新居浜でも東京に行っている人は都市手当といっ
て別に給料を出していました。それを（企業合併
して）一本になってから廃止して、むしろ新居浜
の底上げをやってくれたんですよ。
南雲　そうなのですか。
三好　そういうのもあったからね、あれはうま
いこといきました。組合員は労働条件上がったと。
南雲　昭和 40年以降は、一般の組合員で生産性
運動に賛成する人が増えたのでしょうか。
三好　傾向としては増えたのでしょうね。それ
は労働条件が今言ったように上がったから。自分
らの給料が上がらないときに、下は何ぞ民主化し
たって、仕事はきつくなったと言って怒るだろう
けどね。
南雲　なるほど。
三好　賃上げをやっても、全国平均もみんな上
がっていきましたけどね。それまで新居浜だけで
やったときはやはり格差が付いていたから、新居
浜は都会と比べたら給料は低かったよね。
南雲　そうでしたか。
三好　そういうのも視野が狭かったよね。四国
の田舎ですから。
《総評全金脱退後の組合役員》
南雲　総評全金を脱退した後の委員長は神野さ
んですか。
三好　神野喜好（きよし）さん。
南雲　この方は…。
三好　亡くなりましたね。
南雲　この方はもともと組合をやられていたの
でしょうか。
三好　やっていないです。職場から担ぎ出した
んです。
南雲　何か急に名前が出てくるのでちょっとわ
からなかったのです。
篠原　執行委員をしていました。
三好　専従の執行委員ですね。
篠原　専従の執行委員の中から委員長を選んだ
んです。極端に言ったら、三好さんが表に出てい
くよりいいみたいな感じで。
梅崎　なるほど。
南雲　そういうことか。その後は鈴木さんとい
う方が。
三好　鈴木鶴次郎さん。この方は私が書記長を
していたとき副委員長をしていましたね。この人
も亡くなったけれども。全金当時は鈴木光蔵さん
が委員長。
南雲　造船重機になってからが鈴木鶴次郎さん。
三好　（鶴次郎さんは）名古屋の方ね。
南雲　そうか、（名古屋も）合併したから。
篠原　合併して一つになったから。
三好　それで、あちらが近いからと言って。東
京に出るにしても四国にも近いでしょう。
南雲　そうですね。そうすると三好さんが副委
員長をやられて、稲見さんなり日野さんが書記長
をやられる体制になりますね。
三好　そうだね。
篠原　稲見さんは（住友重機労組）本部の委員
長もしているんですよ。後の方で。
南雲　そうですね。
三好　ちょっとだけね。
篠原　はい。伊藤祐禎さんたちの前に。
南雲　（手元の資料では）稲見さんは書記長をや
られているみたいですね。伊藤祐禎さんが委員長
のときに書記長をやられています。
篠原　稲見さんも委員長やったでしょう。
南雲　もっと後かもしれないですね。
篠原　後でやっていると思います。
三好　私らも、やはり総評を脱退した後、いろ
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いろとオルグをやりましたね。
篠原　やった。
三好　総評の考え方として、やはり労使関係は
対立関係にある。私らは対等だと。それで、総評
は生産性向上運動は反対であると。これに対して、
われわれはやはり賛成である。それはパイを太ら
せて分け前を高める。組合員に（そういうことを）
言っているわけです。総評は団交を敬遠して、わ
が方は重視だと。
梅崎　労使協議制とかありますよね。
三好　あったね。
梅崎　そうしますと、そのあたりのこと（生産
性運動など）をやっていたのは三好さんの後輩の
方になるのですか。
篠原　後輩です。
梅崎　後輩の人たちがやって、三好さんはもう
政治の方に。
三好　はい。
篠原　昭和 58年に出たはずです。
梅崎　選挙ですか。
篠原　はい。
《地域の青年団活動と組合の青年部の関係》
南雲　話は戻りますが、入社は昭和 25年でした
ね。
篠原　若いときは青年団活動ですね。
梅崎　はい。
三好　私はそうですね。
篠原　会社に入ってから青年団活動をして、青
年団活動を卒業してから、組合活動に入ったんで
すね。
梅崎　やはり青年団活動は、何か若い人たちの
登竜門なのですか。
篠原　登竜門だね、あの当時は。
梅崎　はい。
篠原　私たちが氏子の東台神社があるんですが、
あの当時僕らもね、子どものときですが、境内で
演芸会をしていました。
三好　新居浜市の青年団は私が団長のときで
7,000人いました。それで見たらね、青年団はや
はり共産党の指導者が多かったんです。
梅崎　青年団は共産党が多い。
篠原　当時、青年団の方が労働歌を歌っていた
のは覚えています。
梅崎　青年団は若い人が多いから、考え方が
ちょっと過激になるというか、共産党に入りやす
いんでしょうね。
三好　昔はね、第一、娯楽施設がないでしょう。
遊ぶといったって遊ぶ場所は少ないし、金も持っ
ていないし、会社から帰ったらもう青年団クラブ
にみんな寄って、雑談的にいろいろな話の中で出
てきたんだろうね。だから、地域の勤労奉仕は、
全部青年団がやっていましたね。夏越祭も暑い時
だからといって、全部青年団、私らがやったんで
す。
篠原　ボランティアだね。
三好　ボランティアです。若いころは今の自治
会に代わるようなものだったんです。
梅崎　やはり新居浜は住友企業のまちでもあり
ますから、その地域の活動の担い手と会社の労働
者の人たちがほとんどかぶって（重なって）いる
わけですよね。
三好　かぶっていました。私たちから後はいけ
ない、住友の責任は大きかったんです。伊賀知事
さんのときに、私は「知事さん、新居浜工業高校
は住友のためにできた高等学校じゃないの。それ
を採用をストップするとはどういうことか」と
言って住友各社を回ったことがありました。私の
力だったら及ばないからと言って、伊賀知事が一
緒に住友各社を回ってくれたんです。採用を優先
してやったわけです。そういうのは今もうやって
いるのかな、やっていないでしょう。そういう意
味では、今では住友はあるけれど、住友内での社
内異動です。もうみんな大学出の全国採用、それ
はいいんだけれど、定住しませんからね。
梅崎　なるほど。
三好　転勤でみんな替わるでしょう。そういう
変な世の中、社会になっているね。
篠原　変になりましたね、昔と比べたら。
三好　政治的にもそうですね。
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梅崎　そうしますと、三好さんが執行部をやっ
ておられたときも、ほとんどの方は全員組合活動
をやっている方は新居浜出身で。
三好　新居浜出身が多かった。やはり住友で飯
食うには自らの手で、自分らの職場は自分らの手
で守るよう働きかけていました。
篠原　三好さんのときはやはりブルーカラーの
方が多かったではないですか。
三好　それはそうです。
篠原　従業員が 5000人いたら、4000人くらい
までブルーカラーで、あとの 1000人くらいの人
がホワイトカラーみたいな感じになっていたと思
います。
三好　合併してからは、ホワイトカラーが多く
いるようになりました。
南雲　地域の青年団と（住友機械の）組合の青
年部とは、かかわりがあったのですか。
三好　青年団の役員をしていた日野さんという
人が来ましたね。
梅崎　地域の青年団と会社の組合の青年部が重
なっているわけですね。
南雲　なるほど。
篠原　やはり引っ張られたんじゃないかな、組
合の指導者もしてくださいと。
三好　藤田高敏氏が飯尾増雄氏に引っ張られて
…。
篠原　引っ張られたんですよね、やはり。
三好　私自身の考えも冒頭言いましたが、私ら
は学歴がなんぼのものだと。現場で働いていても
それで終わりだったけれども、何かやってやろう
という思いがありましたね。
梅崎　なるほど。
三好　それで組合に入ってみたら思ったほどの
…。それどころか、よけいいやらしいところが
見えたから、「いかん、こんな組合運動だったら、
民主化をやろう」と思ったんです。組合に入った
らやはり先輩の行動なり、行為なりはやはり見守
らなければいけない。まずは見てから、いい人と
の付き合いや人間関係だったらいいけどね。その
点、やはり分かりやすい、泥臭いのがいいという
ことを私らは体験しました。ブルーカラーの相手
をするのは一番いいけどね。人間がまだ世間知ら
ずだからね。
篠原　それは言えますね。
三好　もっと太っ腹で、やらなければいかん。
私もよくこれだけ人生経験をしたものです。
《県会議員としての活動》
梅崎　今回、民主化に至る前のお話と民主化の
お話をうかがうことができました。これで今まで
わからなかったところがわかったという、何か歴
史のピースが埋まったような気持ちがしていま
す。われわれの主な興味は住友重機の労使関係で、
この研究をしているのですが、県会議員になられ
た後の活動についてもうかがってよろしいでしょ
うか。たとえば県会議員のお仕事から見た組合と
か会社とかについてお話しいただけますか。
三好　白石知事は、5期目で辞めたんでしたか。
4期やって。
篠原　5期目で辞めました。
三好　5期目で辞めたんですね。そのとき、白石
知事が辞めるとき私が呼ばれて知事室に行った
ら、「三好さんよ、若いんだから、後はおまえに
頼むぞ。私が国へ陳情に行ったら、小沢一郎さん
は若いけど、自民党の幹事長をやって、彼のとこ
ろに行けば、『白石さん、白石さん』と言って愛
媛県のことを聞いてくれる。何かあったら恩義だ。
何か力になってやってほしい」と、私は自民党で
ないし、小沢一郎さんは民主党になっているけど、
言っていました。それが、あの人（白石知事）の
私に対する退職時の言葉だったですね。小沢さん
はそれぐらい力があったのでしょうけどね。これ
は自民党とのつながりの引き継ぎでないけれど、
困ったと言ってね。
梅崎　今お話された自民党との関係ですが、三
好さんは民社党の活動になるわけではないです
か。そこで、中央の民社党との関係というのは、
何かご記憶にありますか。
三好　あります。私が県議に出たときは、当時
の委員長は…。
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篠原　春日一幸さん。
梅崎　春日一幸さんですか。
三好　春日一幸さんの後は誰でしたか。
篠原　春日一幸さんの次は、佐々木良作さんだっ
たでしょう。新居浜へも来ています。その次は大
内啓伍さん。
三好　大内啓伍さんは写真もそこにある。こち
らは陳情しました。
篠原　（三好さんが県議に出た時は）何せ大物が
応援に来ましたね。
三好　それで、知事の方への要請があってね、
われわれはぺいぺいでもう…。そのとき私も恵ま
れていたんです、条件的にね。だから、もう私一
人で行っても力がないので、民社党は県政与党に
推薦して、県政与党になって、当時の旧同盟系の
人を推薦して知事選挙に取り組んでいましたが、
そのときからもう社会党は反対でした。ずっと対
立でしたね。
篠原　ですから、会派も3人いるではないですか。
新居浜に一人と松山に一人、誰でしたっけ。
三好　西条の藤田さん。それでね、県民クラブ
になるわけです。中央との関係もあるから、民社
党ではなくて、県民クラブというものを作ってい
て、私が代表になって、県政与党でやっていった
んです。
篠原　自民党と一緒に。
三好　政治家になったらね、県政与党に限らず
国政も一緒ですが、要するに与党議員でなければ
いけないんです。社会党がどんなに表立って反対
と言ったって、中のことは一切見せないから、分
からないんです。お金のことですから、絶対分か
らないんです。マスコミがとらえたとしても、ど
のぐらいか分かっても、中身までは分からないん
です。与党議員でも自民党はぺいぺいだったら相
手にしてくれないです。幹部になるのは一人か二
人で、自民党でも話は聞くと。佐々木先生は県会
議員を 32年やっていましたが、「三好君よ、私も
青年団をやっていた」と言っていました。宇和町
でしたね。
篠原　宇和町。
三好　そこから出た県会議員です。佐々木さん、
この人は偉かったですね。幹事長で、県連を握っ
ていました。この人はとにかく自民党がいいこと
言ってやったけれど、やはり自民党は自民党だと
言って、自分で悟りを開いていましたね。結局、
県民に与える影響は小さいと。「三好さん、あな
たのところは、県民クラブで協力してくれたら自
民党単独ではない。なるほど、県民クラブも含め
てよくなったら、みんなも理解しやすいし、大き
な力になる」と言って喜んでくれてね。佐々木先
生くらいですよ、県政のことを知事と対等で話し
ているのは。労働組合なんて純粋ですよ。先ほど
私が言った社会党左派との敵対関係も、あれはあ
れで良かったと思うんですね。それはそういう生
き方を貫いたわけだから。
篠原　三好さんを組合が推薦してくれたのは3期
なんですよ。でも、三好さんは 4回出ているんで
す。最後の 1期は、会社がだいたい主だってやっ
てくれたんです。
三好　いやいや、県議に出るときにはね、私が
組合の委員長をやって、先ほど言ったように、新
居浜で民社党をつくり、同盟をつくった。それを
責任上と言ったらおかしいけど、自分は責任者だ
から手を挙げざるを得ないし、そういう裏話も
あったから出たわけですね。そのとき（四期目）
に出ることを決めたのはね、無条件ではいかん
ということです。労働組合では、基準を決めなく
てはならないということで、定年は 60歳だから、
議員になっても定年は 60歳だと。それから、何
期もというのは、若い議員がいるから、何期も出
られると思ってもいかんと。3期 12年と決めてい
たんです。私は 60歳で 3期終わったんです。だ
から、これで終わりだと思って。そうしたら、い
かんと、おまえ（篠原氏）が要らんこと言うなっ
て言ってね。
　そうしたら当時の社長が小沢さんで、会長は合
田さん。この二人が出てきてね。そうしたら知事
は偉いわ。うちの住友重機の会長、社長にお願い、
最敬礼して「三好君を、お願いに来ました」。頭
を下げて、何かといったら会社にやってくれと一
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言も言わない。「愛媛県の三好一二三として、県
会議員で彼に引き続き 4期目もやってもらいま
す、引退したら困るから、あとを引き続きやらせ
てくれ」と言って頭を下げたんです。そうしたら
会社の会長は「何を言うんだ、知事さん、住友の
三好で出したから、三好が出る限り住友はバック
アップする。知事さんもありがとうございました」
と、知事にこう返したんですね。
　そういう関係もありましたが、もっとも、これ
は労使関係も一緒です。最後は人間のやることだ
から人と人との関係ですね。人間関係をいかに大
切にしておかなければならないということがわ
かったんですね。あちらこちらで私も体験しまし
た。けんかもしたけれどもね。最後は人と人との
つながりです。「三好に言ったら、愛媛県のこと
は何でもできないことはない」と、自民党でさえ
言っていました。大事なことですね。一人の力な
んか知れています。私は伊賀（貞雪）知事に、「お
まえ、いざ自民党になったら言わないんだろう」
と言われて、「何を言うんだ知事さん、そう思っ
ていたら大きな間違いだぞ」と言って聞かせてい
ました。奥さんなどは、「あんただけや、言うて
くれるのは。ずけずけ言って」と言っていたけれ
ど、そういう言える関係でないといけないと思い
ましたね。私にはそれ以上の野心も何もなかった。
裸一貫でやって、体当たりで。だから気に入って
もらったね。白石知事にも気に入ってもらった。
　振り返ってみたら、やはり白石知事は愛媛の天
皇と言われていましたが、この方はやはり頑固だ
し、がいな人だったね。あの人が言っていること
に、なかなか二言はない。一遍、「よし、分かった」
と言ったら、絶対やってくれる人でした。
篠原　今の話ではないですけど、会社では三好
さんが出て、会社のためにも、組合のためにもなっ
て、地域のためにもなっているから、会社も組合
も推薦してくれていたんですね。
三好　そして、東レにいた民社党の増田先生、
大変でしたね。亡くなった方ですが。
篠原　松山の増田さんですね。
三好　松山、東レ出身です。増田先生から教わっ
たのは「三好君よ、なんぼ偉うなっても、やはり
議員は保守的やないと」と言うんです。私が、「議
員になったら先生、何を心掛けて気をつけてやっ
たらいいんですか」と聞いたら、「やはり人間は
ね、一番は議員はなにしろ保守的や。上下関係は
大切や、なんぼ年上、先輩であっても、選挙に当
選しないとつぶされるぞ」と。これは年々分かっ
てきましたが、階級は当選回数別年功序列だと。
当選回数が多い人を立てないとうまいこといかな
いから、考えておけよということです。同期の場
合は生年月日で、生まれたのが早い方（年上）が
先輩。それを忘れずにやれということですね。そ
れで行ったら本当に序列は県の場合は厳しいと思
いました。たとえば視察旅行に行くと、部屋はま
ず当選回数が多い順です。
南雲　はっきりしているのですね。
三好　経験しました。
篠原　市会議員でも同じです（笑）。
三好　保守的だと思いました。
篠原　私は年をとっているのに、「おまえ、勘弁
せえや」と言われて。
梅崎　なるほど。
三好　だから、いろいろ面倒なところも勉強は
させてもらっているんです。
篠原　議会も面倒なところですよね。（笑）
梅崎　インタビューはこれで終わりです。
三好　大変お世話になりました。ありがとうご
ざいました。
南雲　どうもありがとうございました。
梅崎　どうもありがとうございました。
	 	 注
1） 住友重機械工業における組合分裂に関する
オーラルヒストリーとしては政策研究大学
院大学『兵頭傳オーラルヒストリー』（2003
年、全 9 回、人事担当者からの視点）、慶應
義塾大学産業研究所『伊藤祐禎オーラルヒス
トリー』（2006 年、全 7 回、住友重機械の別
組合である全造船浦賀分会の組合分裂につい
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て）、『平沢榮一オーラルヒストリー』（平成
24 年度日本学術振興会科学研究費補助金「戦
後労働史におけるオーラルヒストリー・アー
カイブ化の基礎的研究」〔基盤研究 B〕【研究
課題番号：23330115】、総評全国金属からの
視点）がある。
2） 南雲智映・梅崎修（2013）「総評全金住友重
機械支部の活動と組合分裂―星加文夫氏・藤
井正剛氏オーラルヒストリー―」『生涯学習
とキャリアデザイン』Vol.11, pp.91-108（法
政大学キャリアデザイン学会紀要）。
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UMEZAKI Osamu 
NAGUMO Chiaki
Labor Movement and Union Divide in a Local Firm 
after the Formation of Sōhyō (2)
‐An oral history interview with Mr. Miyoshi and Mr. Shinohara
　This paper is an oral history of Mr. Miyoshi, 
Who was a leader of Sumitomo Heavy 
Industries labor union, and a member of Ehime 
prefectural assembly. Majority members of 
the union dropped out and formed new union 
in 1972. Mr. Miyoshi, who was in majority, 
describes the union divide. This paper has 
high-value as historical materials, since those 
about union divide is rarely gettable. And 
this paper is comparable to the oral history of 
Mr. Hoshika and Mr. Fujii, who were in the 
opposite (minority) side.
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